
【事例編】

【事例編】には、県内の小・中学校、それぞれ９校ずつ、計
１８校の家庭学習充実に向けた特色ある取組を掲載してい
ます。



自主学習ノートの回覧週間の設定

家庭学習に主体的に取り組み、日頃の学習内容を振り返る力の育成

自学ノートのレベルアップを目指して

○ 子どもたちが、お互いの自主学習ノートを見合ったり、自分の学習を振り返ったりすることを
とおして、主体的な取組となるよう工夫している。

○ 家庭学習に対する保護者の関心を高める取組を工夫している。

桑折町立睦合小学校

「自主学習ノート回覧週間」を設定し、自分
の学年の下の学年にノートを回覧（６年→５年
…）し、付箋などに感想等を記入してもらう。
また、６年生には、中学生（醸芳中学校）の

ノートを見る機会を設定しており、6年生、中
学生、双方にとってよい刺激となっている。

教室後方の掲示板などに、自学ノートのコ
ピーを掲示したり、やり終えたノートを展示し
たりして、学級内でよいところ等を日常的に見
合い、自分の取組の参考にできるよう、環境整
備に努めている。
また、教室のみならず、廊下には、『お友だ

ちから「よさ」を学ぼう！！』コーナーが校長
先生により設置され、子どもたちのすばらしい
ノートの取組を紹介し、称賛・励ましの言葉を
おくっている。

《取組の成果》
○ 自主学習ノートを異学年に回覧したり、
称賛のメッセージを書いてもらったりす
ることで、家庭学習への意欲に高まりが
見られ、主体的に取り組むようになって
きた。

○ 学習内容の改善が見られ、授業で習っ
たことの振り返りやテストで間違った問
題の復習など、自分の課題に即した自主
学習に取り組めるようになってきた。

○ 自分が興味をもったことをインター
ネットや辞典で調べ、絵や図などを使っ
て自分なりに工夫してまとめられるよう
になってきた。

自学ノートの掲示・展示の日常化

保護者の関心を高めるための取組

「お父さん・お母さんに見てもらおう
週間」の実施

個別懇談会の際、全学年の自主学習ノートを
控え室となる図工室に展示し、保護者から付箋
に励ましの一言を記入していただく。
保護者は、自分の子どもだけでなく、他の子

どものノートも見てメッセージを記入してくだ
さっていた。
保護者からメッセージをもらったことで、さ

らに意欲をもって取り組む姿が見られた。

桑折町ＰＴＡ連絡協議会での取組

保護者同士が子
どもの家庭学習等
について話をする
機会を町ＰＴＡ連
絡協議会の場に設
定し、保護者の関
心を高める上で効
果を上げた。



教職員が一丸となって児童の自己マネジメント力を高める取組

○ 学力向上推進計画を作成し、授業改善と家庭学習の奨励に全教職員で取り組んでいる。また、
その取組を家庭にも丁寧に説明している。

○ 児童の実態に合わせて家庭学習の手引きを作成・配布するとともに、家庭学習カードを用いて
児童自ら計画を立て、振り返り、次の学習に生かすサイクルが確立している。

二本松市立東和小学校

学力向上推進計画を基にした
家庭学習の定着を図る共通実践

毎週火曜日と木曜日に、学習内容の補充・発
展を図ったり、家庭学習の仕方について指導し
たりする「スキッとタイム」を設定している。
家庭学習カードへの記入、家庭学習への取り

組み方の指導、家庭での生活時間や家庭学習の
取組についての振り返りなどを実施している。

「学力向上推進計画」の策定

「家庭学習の計画」

家庭学習カードにコメントを記入し、児童
の取組を称賛している。また、学期ごとに児
童の頑張りを学校便りでも紹介している。

児童の実態に応じた
「家庭学習の手引き」の作成

児童の発達段階に応じて、家庭学習への
取り組み方、学習内容等を記載した「家庭
学習の手引き」を配布している。
授業参観後の学年懇談会で、各学年で求

める家庭学習について丁寧に説明したり、
学校便り等で取組の様子を伝えたりするこ
とで、各家庭へ周知を図り、協力を得てい
る。



児童の取組の価値付けと称賛

学校と家庭の役割を明確にした協力体制
の構築

家庭学習の内容につい
ての指導及びノートづく
りの指導をしてきたこと
で、目的を明確にした自
主学習が増えてきている。
教師の日々のチェックだ
けでなく、ノートコー
ナーへの展示やノートコ
ンテストを実施し、友だ
ちや他学年の児童から称
賛やアドバイスをもらう
ことで、家庭学習への意
欲が高まってきている。

家庭と連携を図った継続的な指導と児童の意欲を高める取組

年度初めに「家庭学習のすすめ」を各家庭に配
布し、学校の方針を保護者に伝えている。また、
授業参観日には学校の取組を直接伝え、保護者か
らの協力を得ている。さらに、児童の実態に合わ
せて、各学年からも学校での取組と家庭での取組
について懇談会やお便りをとおして随時説明を
行っている。

家庭との連携の強化

○ 学級・学年懇談会等で、「家庭学習の手引き」をもとに、学校と家庭が果たすべき役割を確認したり、
学校としての取組を説明したりすることで、家庭学習に対しての共通理解を図っている。学年だよりでも、
目指す子どもの姿や効果的な学習の仕方を取り上げて協力を呼びかけている。

○ ノートコンテストを実施したり、自主学習コーナーを設置したりすることで、ノートづくりや自主学習
に対する意欲を高めている。また、ノート指導や自主学習の内容についての指導を継続的に行い、子ども
たちの家庭学習への取組を価値付け、質が向上するよう支援している。

郡山市立桜小学校

家庭学習への意欲を高める取組

【お便りでの協力依頼】 【学年の実態に応じた家庭学習の
内容指導】

【家庭学習で目指す姿
の自校化】

【友だちからの称賛のシールやアドバイス】



「自主学習の取り組み方」をテーマに、学級活
動で話し合っている。どのような学習をしている
のか意見を交換し、自主学習ではどのような学習
に取り組めばよいかを確認している。
「間違えた問題を、自主学習で再度

やってみよう」など、マンネリ化を
防ぐとともに、自分の課題を客観的
にとらえるよい機会となっている。
粘り強く学びに向かう力を高めて
いる。

「学び直し」の徹底

自らの学習を調整する力の向上

「家庭学習の手引き」と一体型の計画表。
帰りの短学活時に学習の計画を立てる。担任
は児童の計画をチェックし、家庭学習の内容
について助言をする。帰宅後はやるべきこと
が明確になっているので児童が迷わず家庭学
習に取り組むことができる。
また、学校と家庭で共通理解を図り、児童

の家庭学習の状況を担任と保護者の複数の目
で確認している。

教室内掲示による学びの記録の可視化

学び直しの徹底と児童の学びに向かう力を高める指導

確実に「分かる」ようにさせる取組

友達の取組と比較して自分の課題を知る
（第3学年）

○ 宿題や授業等で取り組んだプリントで間違えた問題をそのままにせず、チャレンジタイムの時間に解き直し
たり、理解が不足している部分は、覚え直したりする機会を設定している。

○ 自主学習の取組を可視化し、努力の足跡が分かる掲示や「自主学習の取り組み方」について学級活動で話し
合うなど、児童が粘り強く学びに向かう力を高める指導が発達段階に応じて展開されている。

須賀川市立長沼小学校

学ぶ意欲を高める指導

家庭学習の内容を教師が「チェック」し、付
箋を貼って児童に返却する。児童は、間違いに
気付き、見直すことで、家庭学習内容を振り返
る。また、間違いやつまずきを「学び直す」時
間を設定し「そのままにしない、させない」工
夫をしている。

児童への励まし
の言葉を自主学習
ノートにコメント
している。家庭学
習の取り組み方や、
内容等に関する具
体的なアドバイス
や称賛を個に応じ
てコメントし、継
続して取り組む意
欲を高めている。

個に応じたコメントの記入

（写真左）やり終えた自主学習の冊数をシールの枚
数で掲示し、家庭学習の取組を可視化している。
（写真右）家庭学習の質を高めるために、参考にし
てほしい特徴的な自主学習の取組を掲示している。



「家学タイム」の取組

「自ら学ぶ力」を育てる「家学タイム」の取組

小田倉小学校では、5校時終了後に10分間
の「家学タイム」を設定している。
「家学タイム」とは、その日の授業を振り

返り、家庭学習では何をすればよいかを考え
る時間のこと。
最終的には、自分で一日の学習内容から補

充が必要な内容やもっと調べてみたい内容に
取り組んだり、次の日の授業の予習をしたり
する等、自分で計画・実行できることを目指
して指導している。
また、教師の指示をできるだけ少なくした

いという思いから、全校統一の音楽ＣＤを使
用。音楽がかかると同時に活動を開始し、曲
の切り替えを合図に、子どもたちは次の活動
へと自主的に移っていく。

「自分の学習状況を振り返る力、計画
を立てる力、実行する力」の育成

○ 毎日１０分間の「家学タイム」を日課表に位置付け、家庭学習の計画を立てる時間を全学年で
設定している。

○ 今年度は、全校で系統的に取り組むことで自ら学ぶ力を育成したいという思いから、家庭学習
において「身に付けたい力」や「家学タイムの系統」「全校統一ＣＤ」を作成・使用している。

西郷村立小田倉小学校

《取組のよさ》
○ 系統に基づき、学年によって宿題の量や
質の共通理解が図られるようになった。

○ 自主学習の質の向上につながった。
（教科だけではなく、単元や「この問題」
といった具体的な内容を決められる児童
が増えてきた。）

○ 習慣化に向けて、リズムとテンポで学級
全体が動けているので、自主学習の内容を
決められないでいる児童への個別対応にあ
たれる時間が生まれるようになった。

○ 担任による創意・工夫がしやすい。

10分間のオリジナルＣＤを作成・準備。このＣ
Ｄのおかげで、教師の指示がなくても児童たちは
自主的に活動できるようになっている。

《「家学タイム」の系統 》

「家学タイム」の実際【4年生の例】
① 今日の漢字
→ 宿題の漢字、新出漢字の練習をする。

② 明日の連絡事項
→ 連絡帳に翌日の持ち物等を記入する。

③ 学習の振り返り
→ 書き出し語の指定をしたり、振り返ってほしい内
容の焦点化を図ったりする。

④ 自主学習の選択・決定
→ 自分で決められるようになるまでは選択制も。

⑤ 自主学習に取り組む
→ 自分のペースで自主学習に取り組む。

（帰宅後「何をやろうかな」と悩む時間の削減）
※開始10分で終了

《今後の目標・展望》
・ 系統に基づく共通理解・共通実践
→ 次なる段階へ（共通基盤の上に各担任
による創意工夫）

・ 研究実践公開での外部への取組の発信
・ 取組のよさ・子どもたちの姿を各家庭に
発信
→ さらなる協力体制づくり、子どもの自
ら学ぶ力の育成



授業と家庭学習の連動 学習カードをもとに学習の仕方を指導

2ヶ月に1回保護者とともに家庭学習を振り返る
機会を設定している。自己評価と他者評価の差を
意識することで、「自己マネジメント力」を育成
する。振り返る項目は６つある。◎〇△で記入し、
点数化したものをレーダーチャートに表し、可視
化している。集計・分析し、指導に生かしている。

授業と家庭学習の連動を図った学びのサイクルの構築

学びのサイクルの構築を目指して

＜単元計画への位置付け＞

○ 家庭学習を通じて授業内容の一層の定着を図る取組や、発展的な宿題を通じて授業内容の一層の強化を図る
取組等、家庭学習を効果的に活用した授業により、学びのサイクルを構築し、習慣化を図っている。

○ 「学習カード」で毎日の家庭学習の計画・実践・振り返りをさせ、また、保護者とともに家庭学習を振り返
る「家庭学習チェックシート」に取り組むことで、自己の取組を客観的に認知する力を高めている。

喜多方市立松山小学校

「自己マネジメント力」を育む働きかけ

目的をもって家庭学習に取り組むことができ
るように、授業内容を定着させるための学習、
教材をより深く理解するための学習、学習した
内容を活用させた学習に取り組ませている。
授業では、これらの家庭学習を生かして、導

入場面での復習の工夫、家庭学習を生かした展
開場面の工夫、次時へ向けた家庭学習内容の提
案などを行っている。
授業と家庭学習が連動することで、児童の学

習意欲が高まっている。

学習カードには、家庭学習の計画・実践・振り返
りを記入させていく。毎日の家庭学習の取組が可視
化され、自己の取組を客観的に振り返ることができ
る。また、教師は、学習カードを点検し、学習内容
や方法、時間、ノートの使い方など具体的に指導し
ている。

単元計画に家庭学習を位置付け、授業へ生か
す内容を明記している。児童の負担を考え、継
続して取り組めるよう配慮している。

＜授業研究の視点＞

授業研究では、視点を３つ設定し、授業と家庭
学習との連動を図っている。
視点１「問い」や「思い・願い」を引き出す工夫
視点２ 対話的な学びの工夫
視点３ 学びを深める振り返りの工夫
家庭学習の取組が授業改善の視点となっている。

家庭学習チェックシートで自己診断



「家庭生活・学習カード」の活用

望ましい学習習慣の形成に向けた意識的・計画的な取組

家庭学習スタンダード等を踏まえた学
習習慣づくり

○ 「家庭生活・学習カード」の活用をはじめとする、自己マネジメント力育成のための取組を
行っている。

○ 「家庭学習スタンダード」や「下郷町四つ葉のクローバープラン」を基にした望ましい学習習
慣形成のための保護者への呼びかけ、啓蒙を意識的・計画的に行っている。

下郷町立旭田小学校

家庭学習に目標をもって取り組ませながら計
画的、自主的な学習の習慣を身に付けさせるた
めに「家庭生活・学習カード」の活用を図って
いる。
カードは、低・中・高学年用に分けて作成し

ており、各学年の実態や発達段階に応じて統一
して盛り込む内容について共通理解を図りなが
ら作成している。
特に自己マネジメント力を育成するため、全

学年で「家庭学習をスタートする時間」をめあ
てに書かせることにしている。
また、このカードは１年間累積し、学年末に

家庭に返却することにしている。

他の長期休業時より、自由度が高い春休みの
学習習慣づくりを大切にしている。
新年度の学習にスムーズに移行できるように、

春休み中の課題を学年ごとに提示し、保護者の
理解や協力を得ながら進めている。
学習を進める上では、「毎日同じ時間帯に同

じペースで学習する習慣をつける」ということ
を大切にさせている。

子どもたちに学習習慣を身に付けさせる上
では、授業参観時の全体会や懇談会等で「家
庭学習スタンダード」の活用や「町四つ葉の
クローバープラン」についての説明等、家庭
への呼びかけを意識的・計画的に実施してい
る。
授業参観への保護者の出席率が１００％と

いうこともあり、保護者への啓蒙も段階的に
行うことができる利点がある。

春休みの学習習慣づくり

「下郷町四つ葉のクローバープラン」
学びの習慣 下郷学習プラン＜家庭学習の９年間＞

はやね
・
はやおき
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ハンカチ
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ほめまし
たか 先生



提出物を簡略化するために、連絡帳
と音読、日記をひとつにまとめ、家庭
の負担軽減を図っている。家庭では、
児童の家庭学習を一目で把握すること
ができるため、学校と家庭が同じ目線
で児童の家庭学習を支援していくこと
ができる
使い終わった自主学習ノートは、学

級の一角に累積保存し、授業参観等の
機会を利用して様々な方に見てもらう
機会を設定している。加えて、児童の
取組を積極的に発信することで、児童
は、学校と家庭とで称賛される。児童
の学習意欲が向上するとともに、保護
者の支援も充実していく。

授業と家庭学習の連動により学ぶ意欲を高める指導

学習意欲を高める指導

〇 授業の中で自主学習につながる課題を投げかけたり、家庭学習につながる自主学習の時間を確
保したりするなど、授業と家庭学習を連動させることにより、児童の学習意欲が向上している。

〇 学校と家庭が、児童の家庭学習を持続的に支援していくために、家庭の負担を少なくする工夫
をしている。また、学校から児童の取組を積極的に発信することにより、家庭学習をとおして児
童が家庭で褒めてもらう機会をつくり出している。

相馬市立大野小学校

家庭学習の質を高める指導

授業の中で家庭学習につながる課題の提示や、授
業の終末で、学習内容の活用型の自主学習に取り組
ませ、残りを家庭学習で取り組ませるなど、教師が
授業と家庭学習の連動を意識して取り組んでいる。
自主学習で取り組んだことが授業と関連するため、

児童は「自主学習をやってよかった」という達成感
を味わうことができる。

家庭学習につながる場の設定

≪ 家庭学習を持続的に支援するための工夫 ≫

【自主学習ノート表紙裏】 【自主学習の内容】

学校からの連絡、家庭学習の計画、
実際に取り組んだ時間を書く。保護
者は、自主学習ノートを見るだけで、
宿題や明日の予定等を把握すること
ができる。

新聞を活用した週末作文

指導と評価の一体化

高学年では、隔週の週末に、思考力・判断
力・表現力を高めるために、新聞を活用した週
末作文に取り組んでいる。活字に触れる機会が
増えるとともに、書いた作文を保護者や教師が
コメントを入れて推敲することで、文章表現力
の向上につながっている。

【自主学習ノートの評価の視点】

自主学習ノートに評価
とともにコメントを記入
して児童へフィードバッ
クしている。取組内容や
ノートの使い方等具体的
に指導している。帰宅後の生活のルーティン化

放課後の児童のタイムスケジュールを時間割に示
したり、プリントでお知らせしたりするなど、家に
帰ってから取り組むことのルーティン化を図ってい
る。保護者は、児童のタイムスケジュールを把握し
ているため、家庭学習にコメントをしたり、自主学
習の問題を保護者が考えたりするなど、内容面でも
保護者の協力があり、児童の学習意欲の向上につな
がっている。宿題の未提出も減っている。



校内研修の充実

校内組織の中に研修主任とは別に
「学びのスタンダード推進教師」を置
き、家庭学習スタンダードの自校化を
進めるとともに、自主学習ノートの展
示や参考資料の掲示等をとおして児童
への意欲付けを図っている。また、現
職教育を活用し、「家庭学習のまる付
け」についての実技研修会を行い、児
童への称賛・励まし方を学び、実践し
ている。

家庭学習についての研修の充実を図り児童の自主性を高める指導

併設する中学校と連携し、キャリア教育との関
連を図りながら、目指す児童の姿を明確にした全
体計画を作成している。
この全体計画を基に、保護者への説明会、教員

研修を行い、児童の「自己マネジメント力」の育
成に努めている。

○ 「家庭学習スタンダード」自校化推進全体計画を策定し、学校としての方針を明確にするとと
もに、教員研修や保護者への説明会をとおして、学校と保護者が一体となって家庭学習の推進に
努めている。

○ 家庭学習の計画の場の確保や積極的なまる付け、児童の取組を称賛し励ますことなど、児童の
家庭学習への意欲を高める指導体制が構築されている。

いわき市立高野小学校

家庭学習についての研修の充実

「家庭学習スタンダード」自校化推
進全体計画の策定

児童の自主性を高める組織的な指導

家庭学習の計画の場の確保

各学年の実態に応じ、「自主学習メニュー
表」、「自主学習カレンダー」「しゅくだい
カード」、「家庭学習の記録」を活用し、中学
校での「ひとりだち」を見据え、家庭学習の計
画、実践、反省に継続して取り組んでいる。


